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Pipemidic acid (PPA)はPimmidic acid (PA)

と同様pyridopyrimidineの 誘導体で,主 として グラ

ム陰性菌 に作用 し,そ の抗菌力 はPA, Nalidixic acid

(NA)よ り強 く,ま た,こ れ らの薬剤 との間に交叉耐性

を示 さないとされて いる新 しい化学療法剤であ る。本剤

を使用す る機会 を得 たので臨床的に検討 した。

対象および方法(Table1)

1.　 対象

使用例は 昭和49年11月 か ら50年3月 まで の5ヵ 月

間,長 岡中央綜合病院内科,県 立津川病院内科お よび新

潟大学第2内 科の外 来,入 院の各種 細菌感染症17例 であ

るが,1例 は本剤の適応外 の疾患(腎 結核)で あったた

め除外 し,16例 について 検討 した。 性別 は男2例,女

14例 で 女性が多 く,年 齢は23才 か ら80才,疾 患別で

は呼吸器感染症4例(す べて気管支炎),尿 路感染症9

例(膀 胱炎1例,腎 孟腎炎8例)で,他 は胆 の う炎,細

菌性赤痢疑,褥 創感染が各1例 であった。基礎疾患を有

す る ものは5例 で,糖 尿病,腎 結石,心 不全,Bactero-

ides敗 血症,く も膜 下出血が各1例 あ り,そ の他に も

高齢者では高血圧症を 合併 してい る例が多か った。起炎

菌が 明らか なものは尿路感染症の8例,褥 創感染症の1

例,計9例 で,肺 炎桿菌4例,変 形菌3例,大 腸菌2例

であ った。分離菌の1濃 度disc法 に よるNA感 受性を

()内 に示 した。 残 り7例 は起炎菌が不 明で,呼 吸器

Table 1 Clinical results
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Table 2 Clinical courses
B : before treatment, A : after treatment
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感染症は全例外 来患者 であったため採疾 できず,腎 孟腎

炎の1例 は菌 の検 索が薬 剤使用 後にな り,胆 の う炎 の例

は胆汁採取を2回 試みたが失敗 し,細 菌性赤痢疑 の例 は

粘血便 を頻 回にSS培 養 したが菌 は陰性 で,起 炎菌 を決

定 できなかった。

2.　 使用法

1日 量 は1gが10例,1.5gが5例,2gが1例,使

用期 間は7日 か ら69日,使 用総量は6.59か ら699で

あった。 なお,製 剤は250mg含 有錠を使用 した。

3.　 効果判定

自覚症状,検 査所見(白 血球数,血 沈値,CRP,尿 所

見 など)に よって行ない,起 炎菌の明 らかな場合は細菌

学的検討を加え,著 効,有 効,や や有効,無 効であ らわ

した。

4.　 臨床検査

副作用の有無を検討す るため,使 用 前後に肝機 能,腎

機能,血 液学的検査を可能なか ぎ り実施 した。

5.　 血 中濃度

入院使用 の3例(全 例1日1g分4使 用 例)に ついて

初回250mg空 腹時服用後,症 例 に よって異 なるが,1,

2,4,6時 間に採血 し,測 定はE. coLi Kp株 を検定菌

とす る薄層 カップ法 で行 ない,standard curveは ヒ ト

血清希釈 で求めた.

結 果

1.　 薬 剤 効果(Table1,2)

各症例 の臨床経過はTable2の とお りで,症 例 ごとの

詳細は省略す る。上述 の基準に よる効果 判定 では著効4

例,有 効6例,や や有効4例,無 効2例 であった。著効

の4例 はいずれ も腎孟腎炎で,重 症の基礎疾患を有 して

いる例 もあ ったが,自 覚症状,検 査所見 とも著明に改善

した。腎孟腎炎の残 りの4例 もす べて有効であ った。症

例15は 発熱,腹 痛 と粘血性 の頻 回の 下痢で入院 し,便

中 の赤痢菌,赤 痢 アメーバは陰性 であったが細菌性赤痢

と考 え,KM2g4日 間使用 したが無効 で,本 剤に変更

し,4日 目か ら自覚症状は改善 し有効 と判定 した。気管

支炎の4例 は 自覚症状はいずれ も消失 したが,他 覚的な

効果判定がで きなかったため,や や有効 とした。無効が

2例 あ り,1例 は副作用 のため途中で使用を中止 した例

であ るが,2例 とも起炎菌(い ずれ も変形菌)のNAに

対 す る感受性 は耐性 を示 していた。

以上,薬 剤効果は使用量,基 礎疾患 とは関係が な く,

感染臓器,起 炎菌 のNA感 受性 と相関が認められた。

2.　 副作用(Table 1,3)

食欲不振,悪 心 の胃腸障害が1例(症 例16)に 認め ら

れた だけ であ った。本例は使用5日 目か ら上記症状が出

現 し,薬 剤 の中止に よ り軽快 した。本例を含め て,全 例

には施行 できなか ったが,検 査 した範囲内では本剤に よ

ると思われ る臨床検査上の異常は認め られ なか った。症

例5で 使用後にBUNの 上昇が認め られ たが,基 礎疾 患

(糖尿病)に よるもの と思われ る。

Table 3 Laboratory data



VOL. 23 No. 9　 CHEMOTHERAPY　 2791

3.　 血 中 濃 度(Table 4)

3例 の 平 均 値 は,1時 間 後2.3μg/ml,2時 間 後1.8

μg/ml,4時 間後1.4μg/mlで,6時 間 後 は 全 例1.0

μg/ml以 下 で あ った。

結 語

Pipemidic acidを 各種細菌感染症16例 に 使用 し,

臨床 的に検 討 した。

1.　 臨床効果 は著 効4例,有 効6例,や や有効4例,

無効2例 で,尿 路感染症に有効例が多かった。

2.　 起炎菌のNA感 受性(1濃 度disc法)が(〓),

(〓)の ものは全例有効,(-),(+)の ものは全例無効

であ った。

3.　 副作用は 胃腸障害が1例 に認め られただけであ っ

た。

4.　 血中濃度は初回250mg空 腹時服用後1時 間2.3

μg/ml,2時 間1.8μg/ml,4時 間1.4μg/mlで,6

時 間後は1.0μg/ml以 下 であった。
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Pipemidic acid was orally given at daily doses of 1.0•`2.0 g for 7•`69 days to 16 patients with 

various infectious diseases (bronchitis 4, cystitis 1, pyelonephritis 8, cholecystitis 1, susp. bacillary 

dysentery 1, infected decubitus 1). 

1. The clinical results were excellent in 4, good in 6, fair in 4 and poor in 2 patients. 

2. Pipemidic acid was effective in all cases infected with nalidixic acid sensitive organisms but 

ineffective in 2 cases infected with organisms less sensitive to nalidixic acid. 

3. Side effects were observed in only one patient (anorexia and nausea). 

4. Serum concentrations of pipemidic acid were examined in 3 patients at 1, 2, 4 and 6 hours 

following oral administration of 250 mg before meal. Mean levels were 2. 3, 1.8, 1.4 and below 

1.0 ƒÊg/ml, respectively.

Table 4 Serum concentration of pipemidic acid 

250 mg p. o. (fasting) 
E. coli Kp 
Thin layer cup method

(μg/ml)


